
11
2 0 2 0

甲州市広報　P u b l i c  R e l a t i o n s

豊かな自然 歴史と文化に彩られた 果樹園交流のまち 甲州市
N o .181

令和２年１１月１日
甲州市は市制施行１５周年を迎えます。
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市
制
施
行
15
周
年
の

　
　
　
節
目
に
あ
た
っ
て

　

平
成
17
年
に
３
市
町
村
の
合
併
に

よ
り
誕
生
し
た
甲
州
市
は
、
令
和
２

年
11
月
１
日
、
市
制
施
行
15
周
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

も
ひ
と
え
に
市
民
の
皆
様
、
そ
し
て

市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
皆
様
方
の
ご
協

力
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
個

性
を
尊
重
し
、
特
徴
を
活
か
し
な
が

ら
、
そ
の
魅
力
を
醸
成
し
て
き
た
活

動
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
16
年
目
を
迎
え
た
わ
が
市

を
取
り
巻
く
環
境
は
決
し
て
楽
観
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
子

高
齢
化
の
波
が
押
し
寄
せ
る
現
在
、

健
康
・
福
祉
・
産
業
・
教
育
・
文
化

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
対
策

が
必
要
な
状
況
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
災
禍
で
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策
は
、
少
な

く
と
も
数
年
先
ま
で
見
越
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
皆
様
に
お
願
い
し
た
い
の

が
、「
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
（
ワ
ン
チ
ー

ム
）」
で
あ
り
ま
す
。
市
民
と
行
政
が

協
働
・
連
携
し
、
一
体
と
な
る
こ
と

で
困
難
な
案
件
に
立
ち
向
か
い
、
甲

州
市
の
明
る
い
未
来
を
共
に
創
り
上

げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。
豊

か
な
自
然
、
歴
史
と
文
化
な
ど
、
尊

い
財
産
を
活
か
し
、
日
本
遺
産
、
日

本
農
業
遺
産
な
ど
、
す
で
に
高
い
評

価
を
い
た
だ
い
て
い
る
本
市
の
魅
力

を
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、
世

界
農
業
遺
産
、
文
化
的
景
観
の
認
定

な
ど
を
目
指
す
こ
と
で
さ
ら
な
る
飛

躍
に
繋
げ
、
市
民
の
皆
様
と
共
に
、

未
来
に
輝
く
甲
州
市
を
創
り
上
げ
て

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
で

創
造
す
る

未
来
に
輝
く
甲
州
市

甲
州
市
長　

鈴
木　

幹
夫
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２
０
０
５
年　
11
月

（
平
成
17
年
）　　
　

・
塩
山
市
・
勝
沼
町
・
大
和
村
が
合
併
「
甲
州
市
制
施
行
」

・
甲
州
市
役
所
開
庁
式

２
０
０
６
年　
４
月

（
平
成
18
年
）　
８
月

　
　
　
　
　
　
10
月

　
　
　
　
　
　
11
月

　
　
　
　
　
　
12
月

・
神
奈
川
県
大
和
市
と
「
友
好
都
市
協
定
」
締
結

・
甲
州
市
子
ど
も
憲
章
制
定

・
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
ボ
ー
ヌ
市
と
「
姉
妹
都
市
協
定
」
締
結

・
千
葉
県
富
津
市
と
「
友
好
都
市
協
定
」
締
結

・
甲
州
市
市
民
憲
章
、
市
の
「
木
」「
花
」「
鳥
」
制
定

・
景
徳
院
「
武
田
勝
頼
の
墓
」
か
ら
経
石
が
出
土

２
０
０
７
年　
５
月

（
平
成
19
年
）　　
　９

月

　
　
　
　
　
　
11
月

・
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ア
イ
オ
ワ
州
エ
イ
ム
ズ
市
と

　
「
友
好
都
市
協
定
」
締
結

・
甲
州
市
「
親
の
あ
り
方
」
十
か
条
制
定

・
経
済
産
業
省
「
近
代
化
産
業
遺
産
群
」
認
定

２
０
０
８
年　
３
月

（
平
成
20
年
）　　
　

　
　
　
　
　
　
４
月

12
月

・
第
１
次
甲
州
市
総
合
計
画
策
定

・
国
道
４
１
１
号
塩
山
バ
イ
パ
ス
開
通

・
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
（
甲
州
市
域
）
全
面
供
用
開
始

・
甲
州
市
原
産
地
呼
称
ワ
イ
ン
認
証
条
例
制
定

２
０
０
９
年　
３
月

（
平
成
21
年
）　　
　

・
塩
山
消
防
署
勝
沼
分
署
完
成

・
甲
州
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定

２
０
１
０
年　
１
月

（
平
成
22
年
）　
６
月

　
　
　
　
　
　
７
月

　
　
　
　
　
　
10
月

　
　
　
　
　
　
11
月

・
Ｋ
Ｏ
Ｊ
甲
州
ワ
イ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
ス
タ
ー
ト

・
甲
州
市
役
所　

新
本
庁
舎
完
成

・
甲
州
市
役
所　

新
本
庁
舎
開
庁
式

・
第
１
回
甲
州
フ
ル
ー
ツ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

・
市
制
施
行
５
周
年
記
念
式
典
挙
行

・
市
民
の
歌
「
み
の
り
の
風　

虹
の
丘
」
制
定

２
０
１
１
年　
３
月

（
平
成
23
年
）　
４
月

　
　
　
　
　
　
10
月

　
　
　
　
　
　
11
月

・
近
代
産
業
遺
産
「
宮
光
園
」
オ
ー
プ
ン

・
子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
無
料
化
拡
大

・
甲
州
市
「
確
か
な
学
力
」
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

・
デ
マ
ン
ド
バ
ス
（
塩
山
地
域
）
実
証
運
行
開
始

甲
州
市
15
年
の
歩
み

　

平
成
17
年
11
月
１
日
、
塩
山
市
・
勝
沼
町
・
大
和
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た

甲
州
市
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
魅
力
を
活
か
し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
将

来
像
「
豊
か
な
自
然 
歴
史
と
文
化
に
彩
ら
れ
た 

果
樹
園
交
流
の
ま
ち
甲
州
市
」

の
実
現
を
目
指
し
、
力
強
く
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

甲州市役所開庁式

景徳院「武田勝頼の墓」から経石が出土市民の歌「みのりの風　虹の丘」制定
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２
０
１
２
年　
３
月

（
平
成
24
年
）　
12
月

・
塩
山
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

・
甲
州
市
景
観
条
例
制
定
／
景
観
計
画
策
定

２
０
１
３
年　
１
月

（
平
成
25
年
）　
10
月

11
月

　
　
　
　
　
　
12
月

・
第
28
回
国
民
文
化
祭
「
民
俗
芸
能
の
祭
典
」
開
催

・
市
道
下
塩
後
22
号
線
「
東
第
１
工
区
」
開
通

・
甲
州
市
観
光
大
使
委
嘱

　
（
辰
巳
琢
郎
さ
ん
／
大
川
栄
子
さ
ん
／
中
村
桂
さ
ん
／

　

土
屋
哲
夫
さ
ん
／
天
野
和
明
さ
ん
／
小
川
壮
太
さ
ん
）

・
甲
州
市
民
文
化
会
館　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

２
０
１
４
年　
２
月

（
平
成
26
年
）　
４
月

７
月

　
　
　
　
　
　
10
月

・
市
内
全
域
に
１
ｍ
超
の
記
録
的
積
雪

・
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象
を
中
学
校
３
年
生
ま
で
拡
大

・
第
１
回
全
国
ブ
ド
ウ
サ
ミ
ッ
ト
開
催

・
甲
州
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

・
甲
州
ワ
イ
ン
で
乾
杯
条
例
（
通
称
）
施
行

２
０
１
５
年　
７
月

（
平
成
27
年
）　　
　

　
　
　
　
　
　
10
月

　
　
　
　
　
　
11
月

・「
甲
州
市
塩
山
下
小
田
原
上
条
」
が

　

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定

・
首
都
圏
甲
州
市
県
人
会
設
立

・
甲
州
中
央
防
災
広
場
「
塩
む
す
び
」
完
成

・
峡
東
地
域
世
界
農
業
遺
産
推
進
協
議
会
設
立

・
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
挙
行

２
０
１
６
年　
２
月

（
平
成
28
年
）　
８
月

・
甲
州
市
総
合
戦
略
／
甲
州
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

・
小
中
学
校
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
事
業
完
了

２
０
１
７
年　
３
月

（
平
成
29
年
）　　
　

　
　
　
　
　
　
４
月

　
　
　
　
　
　
８
月

・
甲
州
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
認
定

・「
盆
地
に
適
応
し
た
山
梨
の
複
合
的
果
樹
シ
ス
テ
ム
」
が

　

日
本
農
業
遺
産
に
認
定

・
市
道
下
塩
後
22
号
線
「
熊
野
・
下
於
曽
工
区
」
開
通

・
甲
府
・
峡
東
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
稼
働

・
ケ
カ
チ
遺
跡
か
ら
「
和
歌
刻
書
土
器
」
が
出
土

・
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク　

フ
ラ
ン
ス
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

　

事
前
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
基
本
合
意

甲州市学校給食センター完成

甲州ワインで乾杯条例施行

「甲州市塩山下小田原上条」が重要伝統的建造物群保存地区に選定

ケカチ遺跡から「和歌刻書土器」が出土
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２
０
１
８
年　
３
月

（
平
成
30
年
）　
５
月

　
　
　
　
　
　
８
月

　
　
　
　
　
　
９
月

　
　
　
　
　
　
10
月

・
第
２
次
甲
州
市
総
合
計
画
策
定

・
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
甲
州
オ
ー
プ
ン

・「
葡
萄
畑
が
織
り
な
す
風
景
―
山
梨
県
峡
東
地
域
―
」
／

　
「
星
降
る
中
部
高
地
の
縄
文
世
界
―
数
千
年
を
遡
る
黒
曜
石

　

鉱
山
と
縄
文
人
に
出
会
う
旅
」
が
日
本
遺
産
に
認
定

・
第
２
回
ブ
ド
ウ
サ
ミ
ッ
ト
開
催

・
健
幸
ポ
イ
ン
ト
こ
う
し
ゅ
う
事
業
開
始

・
Ｌ
ｉ
ｂ
ｒ
ａ
ｒ
ｙ 

ｏ
ｆ 

ｔ
ｈ
ｅ 

ｙ
ｅ
ａ
ｒ
２
０
１
８

　

勝
沼
図
書
館
が
最
優
秀
賞
と
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
賞
を
受
賞

２
０
１
９
年　
３
月

（
平
成
31
年
）　
４
月

（
令
和
元
年
）　
５
月

６
月

　
　
　
　
　
　
10
月

　
　
　
　
　
　
　

・
甲
州
保
護
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
開
所

・
甲
州
市
塩
山
体
育
館
改
修
落
成
記
念
式
典
挙
行

・「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
に
改
元

・
甲
州
市
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言

・
甲
武
信
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
登
録
決
定

・
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク　

フ
ラ
ン
ス
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

　

事
前
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
「
実
施
協
定
」
締
結

２
０
２
０
年　
１
月

（
令
和
２
年
）　
２
月

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
４
月

　
　
　
　
　
　
６
月

　
　
　
　
　
　
　
　　　

　
　
　
　
　
　
８
月

　
　
　
　
　
　
10
月

11
月

・
田
辺
篤
市
長　

退
任

・
鈴
木
幹
夫
市
長　

就
任

・
甲
州
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
警
戒
対
策
本
部
を

　

設
置
（
４
月
１
日
付
で
対
策
本
部
へ
移
行
）

・
甲
州
市
障
害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
を

　

甲
州
市
子
ど
も
家
庭
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

・
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館　

開
館
30
周
年
記
念
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

オ
ー
プ
ン

・「
日
本
ワ
イ
ン
１
４
０
年
史
―
国
産
ブ
ド
ウ
で
醸
造
す
る

　

和
文
化
の
結
晶
」
が
日
本
遺
産
に
認
定

・
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘　

開
館
45
周
年

・
甲
州
市
民
バ
ス　

勝
沼
地
域
循
環
２
路
線
お
よ
び

　

甲
州
市
縦
断
線
に
新
車
両
を
導
入

・
甲
州
市
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
を
設
置

・
市
制
施
行
15
周
年
記
念
式
典
挙
行

シェアオフィス甲州オープン

甲州市男女共同参画都市宣言

「日本ワイン１４０年史―国産ワインで醸造する和文化の結晶」が日本遺産に認定

甲州市ストリートピアノ設置

甲州市 15 年の歩み
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１１．５（木）ＡＭ１０：００
自宅や職場などで

シェイクアウト訓練に参加しよう！
その場でできる１分間の防災訓練！

①防災行政無線で訓練用の緊急地震速報が流れます。
②その場で安全確保行動「まず低く、頭を守り、動かない」
　を実行しましょう。
●訓練の目的

本市に甚大な被害を及ぼすと想定される「藤の木愛川断
層」などによる地震は、平成２８年４月に発生した熊本
地震と同じ内陸型地震です。私たちは熊本地震などを教
訓とし、日頃から防災対策を行うことが重要です。特に、
地震発生時に大切なことは自分の身を守ることです。　

そこで、本市は山梨県、山梨市および笛吹市と連携し、
「シェイクアウト訓練」を実施します。「シェイクアウト
訓練」は、参加者が一斉に身を守るための安全確保行動
をとる、誰でも気軽にできる訓練です。
皆さんの積極的な参加をお願いします！

【訓練の参加登録にご協力をお願いします】
　■登録期間　１１月４日（水）まで

※ＨＰ・ＱＲコードから登録できます。
ＨＰ　https://www.pref.yamanashi.jp/kt-kenminc/
r2shakeout/form.html

【シェイクアウト＋１（プラスワン）】
家庭や地域、職場、学校等において避難経路の確認や備
蓄品・非常食の確認、各種訓練を実施しましょう！

問総務課　行政・防災担当　☎３２ ‐ ５０４１

問総務課　行政・防災担当　☎３２ ‐ ５０４１

L アラート※を通じ
防災・災害情報を放送します

※地方自治体などが発信する地域（Local）情報を集約し、
メディアを通じて一括配信する共通基盤です。
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糖尿病の相談 受け付けています！

【対象】糖尿病について相談したい方（ご本人、ご家族）
　※糖尿病と診断された方もご利用になれます。

【相談方法】電話相談、窓口相談
　糖尿病手帳やお薬手帳など、現在の治療や検査内容が
　分かるものがあれば、ご持参ください。

問健康増進課 保健事業担当 ☎３４ ‐ ５４３６

いきいきライフ通信

世界糖尿病デー
　～糖尿病について考える～

令和２年８月の医療費　［国保連　診療報酬請求額基準］
医療費全体 ２億５，４７１万円 （前年同月比 △２,０３６万円）／１人当たり医療費 ２９，０００円（前年同月比 △１,８８９円）

よりそい、
　つながる

11/14
■世界糖尿病デーとは？
　世界に広がる糖尿病の脅威に対応するため、
１９９１年に WHO で制定されました。
　日本でも糖尿病患者推移が年々増加し、平成
２９年に３２８万人を超えています。（図１）。
　また、糖尿病予備軍も合わせると、日本総人口
の１５％を超える２, ０００万人と推定されてい
ます。
　まずは
　＋ 1,000 歩で糖尿病予防

　家事や洗濯、
　普段から意識して歩いてみよう！

こまめに体を動かすだけで、
運動した時と同じ効果が
あるといわれています。

自分に合った食事や運動法を知りたいアナタへ必見！

管理栄養士・
保健師が
個別で相談を
お受けします

栄養相談を受ける
機会がない

何から始めたら
いいのか分からない

運動したいけど、
膝が痛くてできない
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koshu chi ld smi le 子育て応援情報

児童センター・イベント【無料】
◦塩山南児童センター

ベビーマッサージ
１１月５日（木）　　 午前１０時３０分～
おおむね１歳までのお子さんと保護者
バスタオル

問塩山南児童センター　☎３３ ‐ ７９００

◦東雲ふれあい親子館
ベビーマッサージ＆足型アート
１１月１９日（木）　　 午前１０時３０分～
おおむね１歳までのお子さんと保護者
バスタオル

問東雲ふれあい親子館　☎４４ ‐ ３７２３

◦塩山北児童センター
ベビーマッサージ
１１月２６日（木）　　 午前１０時３０分～
おおむね１歳までのお子さんと保護者
バスタオル

問塩山北児童センター　☎３３ ‐ ７８００

放課後児童クラブ
補助員の募集
◦勤務要件
　保育に関して興味がある方
◦就労場所
　市内の各児童クラブ
◦勤務時間
　【平日】
　午後１時～７時
　【土曜日・長期休業中等】
　午前８時～午後７時のうち８時間
　（勤務時間は各児童クラブにより異なる場合があり

ます）
◦休日等
　日曜日・祝日・年末年始
　（土曜日勤務のない児童クラブもあります）
◦その他　時給制（詳細はお問い合わせください）
問子育て支援課　児童福祉担当　☎３２ ‐ ５０８１

遅らせないで！　乳幼児健診と子どもの予防接種
　最近、新型コロナウイルス感染症への不安から、子どもの健診や予防接種を受けることを躊躇してし
まうという保護者の声をお聞きします。
　４月以降、市が集団で行う乳幼児健診は全面的に中止または延期していましたが、受付時間を区切っ
たり、会場内の換気や消毒などの感染拡大防止対策を行ったりして、６月から順次再開しています。
　乳幼児健診や予防接種は、お子さまの健やかな成長のために、必要な時期に受けていただくことが望
ましいため、できるだけ遅らせずに受けましょう。
　受診について不安がある場合は、市の保健師やかかりつけ医にご相談ください。

　◎現在、実施（再開）している乳幼児健診
　　３ヵ月児健診・１歳６ヵ月児健診・３歳児健診・５歳児健診

　※生後１ヵ月児健診・生後１０ヵ月～１１ヵ月児健診は、乳児一般健康診査票
　　（ピンク色の受診票）を使用し、かかりつけの医療機関で受けましょう。

問健康増進課　健康づくり担当　☎３３ ‐ ７８１２

：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ
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　令和３年４月から、保育所（園）、認定こども園
に入所を希望する（在園児の継続を含む）児童の申
込受付を開始します。

■申込書配布場所
市内保育所（園）、認定こども園、子育て支援課
で配布します。また、甲州市ホームページからも
申込書等がダウンロードできます。

■申込受付期間
　１１月２日（月）～３０日（月）
※閉園・閉庁日を除く

■申込受付窓口
甲州市内の保育所（園）、認定こども園に入所を
希望する場合
　⇒入所希望の保育所（園）、認定こども園に申
　　込書を提出してください。
市外の保育所（園）等に入所を希望する場合
　⇒子育て支援課に申込書を提出してください。

※あらかじめ施設の所在する市町村の受付期間、受
入状況、入所要件および必要書類などを確認のう
え、申し込みを行ってください。

令和３年度 保育所（園）等の入所（新規・継続）申込受付を開始します
■公立保育所

施設名称 所在地 電話番号
奥野田保育所 塩山熊野 597 番地 33‐4132
松里保育所 塩山小屋敷 1403 番地 33‐4130
東雲保育所 勝沼町小佐手 410 番地 44‐0394
大和保育所 大和町初鹿野 1685 番地 6 48‐2158

■私立保育園
施設名称 所在地 電話番号

みいづ保育園 塩山上井尻 692 番地 1 33‐6842

■私立認定こども園
施設名称 所在地 電話番号

千野保育園 塩山千野 3653 番地 33‐2624
たんぽぽこども園 塩山上於曽 445 番地 1 33‐2487
塩山愛育園 塩山上於曽 1217 番地 33‐2072
塩山カトリック幼稚園 塩山上於曽 1351 番地 33‐2748
赤尾保育園 塩山赤尾 713 番地 1 33‐2068
泉保育園 塩山上塩後 10 番地 3 33‐3016
岩崎保育園 勝沼町下岩崎 1731 番地 3 44‐1524

問子育て支援課　保育所担当　☎３２ ‐ ５０８１
　甲州市内各保育所（園）、認定こども園

高齢者虐待かもしれない・・・
　　　　　と思ったら相談を !!

　高齢者虐待は、特別な家庭だけに起きるものではなく、どの家庭でも起こりうる身近な問題です。
　高齢者を介護する家族・介護者が、思い悩んだり、相談する相手がおらず、介護を抱え込んでし
まうことが大きな原因の一つといわれています。
　周囲の方が、虐待かもしれないというサインに早い段階から気づき、介護者を支援することで、
高齢者虐待が深刻な状態になることを防ぎます。

　●虐待かもしれないサインの例として・・・
　・汚れた衣類のままでいることが多い　　・家族から怒鳴られる声が聞こえる
　・高齢者の体に不自然な傷やあざがある　・高齢者に会わせようとしない
　・家にいたくないと訴える　　　　　　　・極端におびえているようにみえる

　高齢者や家族の小さな変化に気づくことが大切です。身近に気になる方、心配な方がいましたら、
まずはご相談ください。通報者の秘密は固く守ります。
　また、高齢者の介護について相談相手がいない、経済的に困っているなど、介護されている家族
の負担や不安を取り除くための支援も行っています。お気軽にご相談ください。

問甲州市地域包括支援センター　☎３２ ‐ ５６００
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甲州市福祉あんしん相談センターからのお知らせ

１１月は、児童虐待防止推進月間です
　児童虐待に関する相談対応件数は依然として増加傾向にあり、子どもの生命が奪われる重大な
事件も後を絶たないなど、深刻な状況が続いています。厚生労働省では、「虐待は社会全体で解決
すべき問題」として、毎年１１月を「児童虐待防止推進月間」に定め、児童虐待問題に対する深
い関心と理解を得ることができるよう、広報・啓発活動などのさまざまな取り組みを集中的に実
施しています。

　特に今年はコロナ禍で、誰もが精神的にも経済的にも負担を抱えて生活しています。虐待とい
う望まぬ結果を招かぬよう、「子どもにどう対応したら良いか」「家庭生活に悩みがある」など、
お子さんやご家庭のことで気がかりがある方、または身近にいる方は、抱え込まずに誰かに相談
してください。
　市では、１８歳までのお子さんやご家庭のさまざまな相談に総合的に対応できるよう、令和２
年４月から相談窓口を一本化し、「子ども家庭障害者支援センター」をオープンしました。相談し
にくいことも、個人情報を守って相談することができます。お気軽にお問い合わせください。

問甲州市福祉あんしん相談センター
　（子ども家庭障害者支援センター）
・子どもや家庭に関する相談　☎３３ ‐ ２２０３
・障害に関する相談　　　　　☎３２ ‐ ０２８５

こんな悩み、相談できます

いじめ自殺

非行

差別

障害
メンタルヘルス

児童虐待

家庭内暴力

障害者虐待
ひきこもり

不登校
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甲州市地域おこし協力隊推進事業
地域おこし協力隊支援機関のご紹介

　甲州市地域おこし協力隊の現役隊員３名は、令和３年３月で任期が満了となります。
３名の活動内容については、『広報こうしゅう６月号』でお伝えしましたので、今回は隊員の活動
を支える支援機関についてご紹介します。

地域おこし協力隊支援機関とは・・・
　隊員に対し、農業技術等の習得のための活動や地域と連携して地域が主催する行事等への協力
の指導、また、課題解決のヒントや人材を紹介するなどの支援により、隊員の地域への浸透を促し、
活動の幅を広げるためのサポート団体です。

現役隊員３名の活動を支える支援機関をご紹介します。

次期隊員の支援機関になってみませんか。
　これまでの甲州市地域おこし協力隊は、任期満了後の定住・定着率も高く、活動に係る費用も
地方特別交付税で措置されるなど、地域活性化や人口対策に効果が高いことから、市では令和３
年度以降も制度の継続を検討しています。
　身の周りにある地域課題を解決するとともに地域を刺激し、活性化させる隊員を支援する活動
に取り組んでみませんか。支援機関は団体であることが要件となりますが、団体の構成について
は法人や団体・個人等の制約はありません。気の合う仲間と地域活性化について話し合えるよう
な関係性が重要となります。
　正式な支援機関の募集は、今後、広報や甲州市ホームページでお知らせします。支援団体の設
立や応募について、団体・個人を問わず構想を練ってください。なお、支援機関の要件や地域お
こし協力隊制度の詳細はお問い合わせください。

問農林振興課　果樹農林担当　☎３２ ‐ ５０９２

樋山 太一さん
（やまなしローカルベンチャー協議会）
　隊員には有害鳥獣の捕獲事業に
従事してもらいました。活動を通
じてネットワークも広がりました。
活動後半となりましたが、本制度
の目的である「地域への定住・定着」
に向けて、しっかりと道しるべを
立ててほしいと願っています。

石川 順子さん
（NPO 法人山梨家並保存会）

　隊員には重伝建地区・上条集
落にある農泊施設「もしもしの
家」で管理業務を担ってもらいま
した。地域の方と交流を深める中
で体験イベントを一緒に考えるな
ど、まさに「地域おこし」につな
がったのではないかと思います。

平山 繁之さん
（98WINEs 合同会社）

　隊員は農業・醸造技術習得の
ほか、地域活動に積極的に参加
しました。隊員が共同作業を発
信することで地域の方が「住ん
でいるまちは魅力がある地域」
だと感じていただければ、本制
度に意義があると感じています。
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甲州市ストリートピアノ
市役所本庁舎と中央公民館に設置
　新型コロナウイルス感染症の影響により、市民の
文化芸術に触れる機会、鑑賞や体験の機会が失われ
ている中、市ではピアノを通して気軽に音楽に触れ
ていただこうと、市役所本庁舎と市中央公民館にス
トリートピアノを設置しました。　
　１０月１日のオープニングセレモニーでは、塩山
中学校の森洵平さん、澤登苺吹さん、輿石知奈さん
が３曲を演奏。会場は大きな拍手に包まれました。

甲州市民バス
新車両を導入
　市民バスの勝沼地域循環２路線および甲州市縦断
線に３台の新車両を導入し、９月３０日、甲州中央
防災広場「塩むすび」でお披露目式を行いました。
　赤尾保育園児の演奏に合わせて、ワイン色をイ
メージした新デザインのバスが登場。ＬＥＤでの行
先表示や車いす対応、また、ＩＣカードの利用が可
能になるなど、利用者にとってさまざまな利便性の
向上が図られています。

災害時の「福祉避難所設置運営」
「相互協力」２協定を締結

　災害時の避難所生活では、要援護者のニーズに
合った福祉避難所の開設が求められるため、今回、
高齢者福祉施設や障害者福祉施設に協力を依頼し、

「設置運営に関する協定」を締結しました。また、大
災害発生時に社会福祉協議会に設置する災害ボラン
ティアセンターについて、運営支援者不足が懸念さ
れていましたが、甲州青年会議所より協力の申出を
いただき、「相互協力に関する協定」を締結しました。

甲州市ストリートピアノ
の利用について

◎設置場所・利用時間

市役所本庁舎 １階 ロビー
　開庁時の月曜日～金曜日の
　正午～午後１時／午後４時～５時１５分

甲州市中央公民館 １階 ロビー
　開館時の火曜日～日曜日の午前９時～午後５時

◎利用の流れ
①マスクの着用、②手指の消毒、③手指が乾い
てから演奏、④演奏後に手指の消毒

◎注意事項
・１回の演奏は１０分程度とします。
・連弾や他の楽器、歌との合同演奏はできません。
・営利目的の活動はできません。
※市のイベント等で利用できない場合があります。

問生涯学習課　社会教育担当
☎３２ ‐ ５０９７

問生涯学習課　公民館担当　
☎３２ ‐ １４１１
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収穫のよろこびに感謝
かつぬまぶどうまつり
　今年のぶどうまつりは、祭りとしての開催は中止

となりましたが、１０月３日、関係者出席のもと、

神事と鳥居焼きを実施しました。

　雀宮神社で執り行った収穫感謝祭では、今年のぶ

どうの収穫に感謝するとともに、来年の実り、新型

コロナウイルスの収束を祈念しました。

　夕方からは大善寺で護摩法要が行われ、「護摩火」

が焚かれました。その火は勝沼中学校男子生徒によ

り柏尾山鳥居平の護摩木に一斉に点火されました。

　長い歴史と伝統をもつ鳥居焼きの炎には、先祖へ

の供養やまちのさらなる発展、収穫のよろこびと感

謝など、さまざまな思いや願いが込められました。

芸術を楽しむ
秋の夕べ
　１０月９日、甲州市生涯学習市民協議会は、甲州
市民文化会館で「芸術を楽しむ秋の夕べ」を開催し
ました。
　オペラ歌手の内田里美さんとピアニストの野神佐
和子さんによる童謡や現代音楽などが披露されまし
た。その迫力ある歌声と美しい音色に、来場者は優
雅な世界を感じながら、秋の夜のひとときを楽しん
でいました。

シルバー人材センター
社会奉仕活動
　１０月１６日、東山梨地区広域シルバー人材セン
ターは、１０月の「シルバー月間」に合わせ、甲州
市民文化会館周辺の除草作業などを行いました。
　社会奉仕活動には約４０名の会員が参加し、植え
込みの中の草刈りや道路にはみ出した枝の伐採など
の作業を行いました。
　会員の皆さんの協力により、市民文化会館周辺は
とてもきれいになりました。
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１
部
門

　
源
泉
担
当

　
☎
22
‐
１
４
１
１
（
内
61
）

※
自
動
音
声
に
従
っ
て
「
２
番
」
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。
交
換
手
が
出
ま
す
の

で
、内
線
番
号
を
申
し
つ
け
く
だ
さ
い
。

税
務
課
資
産
税
担
当
か
ら
の

お
知
ら
せ

◎
中
小
事
業
者
等
の
令
和
３
年
度
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
軽
減
措
置
に
つ
い

て新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
、令
和
２
年
２
月
か
ら
10
月
ま
で
の
、

任
意
の
連
続
す
る
３
ヵ
月
間
の
事
業
収

入
が
、
前
年
同
月
比
で
一
定
以
上
減
少

し
た
中
小
事
業
者
等
に
対
し
て
、
令
和

３
年
度
課
税
の
１
年
分
に
限
り
、
償
却

資
産
お
よ
び
事
業
用
家
屋
に
関
わ
る
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準

が
２
分
の
１
ま
た
は
ゼ
ロ
に
な
り
ま

す
。

　
こ
の
軽
減
措
置
を
受
け
る
た
め
に
は
、

事
前
に
申
告
書
へ
認
定
経
営
革
新
等
支

援
機
関
等
の
認
定
を
受
け
、
確
認
欄
に

記
入
を
受
け
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。税
務
課
で
の
申
告
書
の
受
付
は
、

令
和
３
年
１
月
か
ら
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
事
前
に
認
定
経
営
革
新
等
支

援
機
関
等
の
確
認
を
受
け
、
添
付
書
類

の
準
備
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

◎
賃
貸
用
家
屋
を
お
持
ち
の
方
へ

賃
貸
用
家
屋
（
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ

ン
、戸
建
て
）
を
所
有
し
て
い
る
場
合
、

そ
れ
に
付
随
す
る
設
備
等
が
償
却
資
産

の
課
税
対
象
と
な
り
、
固
定
資
産
税
が

発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
次
の
基
準
に
よ
り
償
却
資
産
に
該
当
し

た
場
合
は
、
賃
貸
用
家
屋
の
戸
数
や
床

面
積
の
大
小
に
関
わ
ら
ず
、
毎
年
１
月

31
日
ま
で
に
償
却
資
産
の
所
有
状
況
を

申
告
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

◦
賃
貸
用
家
屋
の
主
な
償
却
資
産

・
構
築
物

　
外
構
工
事
（
駐
車
場
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗

装
、
駐
車
場
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
外
周
フ
ェ

ン
ス
、
側
溝
、
外
灯
、
自
転
車
置
場
、

花
壇
）、
ゴ
ミ
置
場
、
物
置
な
ど

・
建
物
附
属
設
備
・
機
械
・
装
置

　
受
変
電
設
備
（
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
）、
電

力
引
込
設
備
、
屋
外
給
排
水
設
備
、
屋

外
ガ
ス
設
備
、
太
陽
光
発
電
設
備
な
ど

・
工
具
・
器
具
・
備
品

　
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
（
壁
掛
型
）、
郵
便

受
け
、
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
な
ど

◦
家
屋
と
償
却
資
産
の
区
分

　
建
物
本
体
や
電
気
設
備
、
衛
生
設
備
、

空
調
設
備
等
の
付
属
設
備
の
中
で
、
家

屋
と
構
造
上
一
体
と
な
っ
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産
税
に
お
け
る

家
屋
に
該
当
す
る
た
め
、
償
却
資
産
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

◦
少
額
の
資
産
に
つ
い
て

　
償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）
に
お
い
て

申
告
の
対
象
に
な
ら
な
い「
少
額
資
産
」

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
取
得
価
格
が
10
万
円
未
満
の
資
産
の
う

ち
、
一
時
的
に
損
金
算
入
し
た
も
の
。

②
取
得
価
格
が
20
万
円
未
満
の
資
産
の
う

ち
、
３
年
間
で
一
括
償
却
し
た
も
の
。

問
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１

　
（
内
１
４
２
１
～
１
４
２
３
）

国民健康保険税第５期
の 納 期 限 に つ い て
１１月３０日（月）が納期限です。
納め忘れのないようお願いします。

※口座振替の方は、１１月３０日（月）に引
き落としされますので、前日までに残高を
ご確認ください。

◎納税相談を収納課窓口で随時行っています。
問収納課　収納担当　☎３２ ‐ ５０７４

県下一斉滞納整理強化期間
　山梨県と市町村では、納税の公平性と安定した税収を確保するため、「県下一斉滞納整理強化期間」を設定し、
県税と市町村税の滞納者に対して、山梨県総合県税事務所と市町村による合同捜索やタイヤロックなどを重
点的に実施します。
　期間中に差し押さえた物品は、「Yahoo! JAPAN 官公庁オークション」を利用して
公売を予定しています。
※公売品の入札は原則どなたでも可能です。
　ご興味がありましたら「官公庁オークション」で検索してください。
■期間　１１月１日（日）～１２月２８日（月）
問収納課　収納担当　　　☎３２ ‐ ５０７４
　山梨県総合県税事務所　☎０５５ ‐ ２６１ ‐ ９１１１
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休日にマイナンバーカード関係の手続きができます
（完全予約制）

　マイナンバーカード関係の手続きを行う休日窓口を下記の日程で開設します。
●受付日時　　１１月２８日（土）　午後１時～５時
●受付場所　　市役所本庁舎　１階　戸籍住民課窓口 
●受付業務　　マイナンバーカードの申請、受け取り、更新、暗証番号変更・再設定
●予約方法　　１１月２７日（金）午後５時までに電話予約をお願いします。

手続きに必要なもの
マイナンバーカード関係手続き内容

交付申請 受け取り 更新 暗証番号変
更・初期化

マイナポイント
予約・申込（※３）

本人確認書類（※１） ◯ ◯ ― ◯ ―

通知カード（※２） △ △ ― ― ―

住民基本台帳カード（※２） △ △ ― ― ―

個人番号カード交付電
子証明書発行通知書兼
照会書（はがき）

― ◯ ― ― ―

マイナンバーカード ― ― ◯ ◯ ◯
※１・・・運転免許証、パスポート、健康保険証、年金手帳等のうち２点
※２・・・お持ちの方のみ必要です。
※３・・・キャッシュレス決済を事前に準備しておいてください。事前登録が必要なものもあります。

問戸籍住民課　住民記録・戸籍担当　☎３２ ‐ ５０６１

問山梨県福祉保健部　国保援護課　☎０５５ ‐ ２２３ ‐ １４６６
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無
料
法
律
相
談

11
月
16
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
１
会
議
室

市
内
在
住
の
方

◦
定
員　
６
名（
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

※
11
月
５
日
（
木
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設

け
る
た
め
、
回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
市
民
生
活
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

合
同
相
談

11
月
12
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
１
会
議
室

市
内
在
住
の
方

行
政
、
人
権
、
家
庭
の
こ
と
で
お
悩
み

の
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
市
民
生
活
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

勝
沼
・
大
和
地
域
行
政
相
談

11
月
20
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

大
和
ふ
る
さ
と
会
館　
２
階

　
研
修
室
３

市
内
在
住
の
方

行
政
に
関
す
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方

は
、
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
市
民
生
活
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

県
下
一
斉
無
料
法
律
相
談
会

11
月
26
日
（
木
）

午
後
１
時
～
４
時

市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
１
会
議
室

市
内
在
住
の
方

◦
定
員　
６
名（
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

※
11
月
16
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

◦
主
催　
山
梨
県
弁
護
士
会

問
市
民
生
活
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

令
和
２
年
度

甲
州
市
（
峡
東
地
区
）

消
費
生
活
地
域
講
座

12
月
２
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
１
会
議
室

◦
講
演

　
「
暮
ら
し
に
役
立
つ
お
金
の
知
識
・
老

後
に
関
す
る
お
金
の
プ
ラ
ン　
複
雑
・

多
様
化
す
る
金
融
商
品
の
知
識
」

◦
講
演

　
「
食
品
ロ
ス
問
題
に
つ
い
て
」

◦
共
催

　
甲
州
市
消
費
生
活
協
力
員

◦
後
援

　
甲
州
市
・
あ
し
た
の
山
梨
を
創
る
生
活

運
動
協
会

問
塩
山
生
活
学
校
（
中
村
）

　
☎
／
ＦＡＸ
33
‐
５
４
９
５

税
と
登
記
の
無
料
相
談
会

11
月
10
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時

山
梨
県
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
「
か
い
て

ら
す
」

相
続
税
、
相
続
登
記
、
会
社
の
税
務
、

土
地
・
建
物
の
名
義
変
更
な
ど

※
相
談
時
間
は
１
組
に
つ
き
30
分
以
内
。

※
書
類
の
作
成
指
導
や
審
査
は
い
た
し
ま

せ
ん
。

◦
お
問
い
合
わ
せ
先

◎
登
記
に
関
す
る
こ
と

　
山
梨
県
司
法
書
士
会　
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

　
☎
０
５
５
‐
２
５
３
‐
２
３
７
６

◎
税
金
に
関
す
る
こ
と

　
東
京
地
方
税
理
士
会　
山
梨
県
会

　
☎
０
５
５
‐
２
３
３
‐
１
３
１
８

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

11
月
14
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

街
の
駅
や
ま
な
し

相
続
登
記
、
土
地・建
物
の
名
義
変
更
、

遺
言
、
成
年
後
見
、
会
社
関
係
の
登
記

な
ど

※
相
談
時
間
は
１
組
に
つ
き
40
分
以
内
。

※
書
類
の
作
成
指
導
や
審
査
は
い
た
し
ま

せ
ん
。

問
山
梨
県
司
法
書
士
会　
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

　
☎
０
５
５
‐
２
５
３
‐
２
３
７
６

調
停
手
続
相
談
会

11
月
14
日
（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
（
受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

甲
府
市
役
所　
１
階　
市
民
活
動
室

金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、離
婚
、親
族
間
紛
争
、

土
地
・
建
物
問
題
な
ど
、
生
活
の
中
で

生
ず
る
身
近
な
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

◦
相
談
担
当　
民
事
・
家
事
調
停
委
員

　
（
弁
護
士
等
、
専
門
家
を
含
む
）

問
甲
府
地
方
裁
判
所　
総
務
課
庶
務
係

　
☎
０
５
５
‐
２
３
５
‐
１
１
３
３

子
ど
も
・
夫
婦
な
ん
で
も

無
料
法
律
相
談
会

11
月
28
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　
（
受
付
は
午
後
４
時
ま
で
）

山
梨
県
弁
護
士
会
館

子
ど
も
ま
た
は
夫
婦
に
関
す
る
こ
と

◦
相
談
担
当　
臨
床
心
理
士
、
弁
護
士

◦
相
談
方
法

　
面
談
相
談
・
リ
モ
ー
ト
相
談
（
事
前
予

約
）、
電
話
相
談
（
当
日
受
付
）

※
詳
細
は
弁
護
士
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◎
子
ど
も
無
料
相
談
も
常
時
開
催
中

い
じ
め
、
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
特
有
の

相
談
に
つ
い
て
、
初
回
に
限
り
無
料
で

相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
面
談
の
ほ
か
、
電
話
相
談
で
も
対
応
が

可
能
で
す
。

問
山
梨
県
弁
護
士
会

　
☎
０
５
５
‐
２
３
５
‐
７
２
０
２

要
予
約

予
約
不
要
・
無
料

予
約
不
要
・
無
料

予
約
不
要
・
無
料

要
予
約

要
予
約

要
予
約

予
約
不
要
・
無
料
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：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

新型コロナウイルス感染拡大防止に伴い、掲載している
イベント等が延期・中止となる場合があります。

い
き
い
き
健
幸
教
室
を
再
開

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

に
伴
い
、
中
止
し
て
い
た
教
室
を
、
感

染
症
防
止
対
策
を
徹
底
し
た
う
え
で
、

次
の
と
お
り
再
開
し
ま
す
。
再
開
に
あ

た
り
、
一
部
会
場
の
変
更
や
全
て
の
会

場
に
定
員
を
設
け
た
事
前
申
込
制
（
先

着
順
）
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

◦
教
室
の
内
容

　
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
、
い
き
い
き

と
し
た
生
活
が
お
く
れ
る
よ
う
、
簡
単

で
効
果
的
な
体
操
を
健
康
運
動
指
導
士

と
一
緒
に
行
い
ま
す
。

◦
開
催
場
所
・
日
時

　
毎
月
１
回
、
市
内
12
会
場
で
午
後
１
時

30
分
か
ら
３
時
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

※
会
場
、
開
催
日
、
定
員
は
『
広
報
こ
う

し
ゅ
う
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
』
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◦
注
意
事
項
（
お
願
い
）

・
申
込
期
間
は
開
催
日
２
週
間
前
か
ら
５

日
前
ま
で
に
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

介
護
支
援
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。（
申
込
先
は
各
会
場
の
受
託
事

業
所
に
な
り
ま
す
）

・
今
年
度
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、
原

則
住
所
地
に
よ
り
会
場
を
振
り
分
け
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
当
面
の
間
、
参
加
は
１
会
場
の
み
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
今
後
の
状
況
に
よ
り
中
止
ま
た
は
参
加

方
法
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

問
介
護
支
援
課　
介
護
予
防
担
当

　
☎
34
‐
５
４
３
４

甲
府
年
金
事
務
所
出
張
相
談

11
月
25
日
（
水
）

午
前
の
部　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

　
午
後
の
部　
午
後
１
時
～
４
時

甲
州
市
役
所　
１
階

　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

年
金
請
求
手
続
き
、
年
金
受
給
者
の
死

亡
に
関
す
る
手
続
き
、
年
金
加
入
・
納

付
記
録
の
確
認
や
年
金
額
の
試
算
な
ど

※
相
談
時
に
は
、
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か

る
も
の
（
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
等
）

お
よ
び
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証

等
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
代
理
人
の
方
が
お
越
し
の
場
合

は
、
委
任
状
と
代
理
人
の
方
の
本
人
確

認
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
甲
府
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
３
１

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
窓
口

11
月
17
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
事
務
所

　
（
市
役
所
本
庁
舎　
地
下
１
階
）

　
☎
０
５
０
‐
８
０
０
２
‐
５
１
２
２

　
（
開
設
日
の
み
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
い
方
や
依
頼

を
し
た
い
方
な
ど
を
対
象
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し

ま
す
。
ま
た
、
開
設
日
に
限
り
電
話
で

の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
毎
月
第
３
火
曜
日
に
開
設
予
定
で
す
。

問
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
‐
２
６
１
２

も
の
忘
れ
相
談

11
月
20
日
（
金
）

午
後
３
時
～

市
役
所
本
庁
舎　
１
階

　
国
際
交
流
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

最
近
忘
れ
や
す
く
な
り
心
配
な
方
や
、

も
の
忘
れ
が
出
て
き
た
方
へ
の
対
応
方

法
ま
で
専
門
医
が
お
話
し
を
伺
い
ま

す
。

◦
申
込
方
法　

　
11
月
17
日
（
火
）
ま
で
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
毎
月
第
３
金
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

問
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）　

　
☎
32
‐
５
６
０
０

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

に
伴
い
、
12
月
ま
で
の
オ
レ
ン
ジ
カ
フ

ェ
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、１
月
以
降
の
開
催
に
つ
い
て
は
、

広
報
等
で
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）

　
☎
32
‐
５
６
０
０

障
害
者
差
別
に
関
す
る
相
談

「
こ
れ
っ
て
障
害
者
差
別
で
は
？
」「
障

害
者
の
方
に
ど
の
よ
う
な
配
慮
を
す
る

べ
き
か
？
」な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

あ
ん
し
ん
相
談

閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
た
、
無
口
に

な
っ
た
、
会
社
や
学
校
に
行
け
な
い
、

家
族
関
係
や
友
人
関
係
が
う
ま
く
い
か

な
い
な
ど
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
中
心

と
し
た
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
こ
の
相
談
は
、
精
神
科
等
の
医
療
機
関

の
紹
介
を
目
的
と
し
た
相
談
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

随
時　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

◦
申
込
方
法　

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
そ
の
他

　
精
神
保
健
福
祉
士
、
保
健
師
が
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
に
よ
り
対
応
し
ま
す
。

　
ま
た
、
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は

精
神
科
医
師
の
対
応
も
可
能
で
す
。

※
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
へ
の
来
所
を
基
本

と
し
ま
す
が
、
ご
事
情
に
よ
り
訪
問
等

の
対
応
も
可
能
で
す
。

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

不
動
産
・
空
き
家
無
料
相
談
会

11
月
19
日
（
木
）

午
後
１
時
～
３
時

市
役
所
本
庁
舎　
１
階

　
市
民
会
議
室
Ｂ

不
動
産
や
空
き
家
に
関
す
る
不
安
や
悩

み
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
相
談
員
は
、
山
梨
県
宅
建
協
会
が
委
嘱

し
た
方
で
す
。

問（
公
社
）山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

　
☎
０
５
５
‐
２
４
３
‐
４
３
０
０

要
予
約
・
先
着
順
・
送
迎
対
応
可

要
予
約
・
無
料

要
予
約
・
無
料

予
約
不
要

要
予
約
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裁
判
員
制
度

名
簿
記
載
通
知
を
送
付
し
ま
す

◎
裁
判
員
候
補
者
名
簿
記
載
通
知
に
つ
い
て

令
和
３
年
の
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
登

録
さ
れ
た
方
に
は
、
11
月
中
旬
に
「
名

簿
記
載
通
知
」
を
送
付
し
ま
す
。

　
本
通
知
は
、
来
年
２
月
頃
か
ら
の
約
１

年
間
に
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

裁
判
員
に
選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
を
事
前
に
お
伝
え
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
段
階
で
は
、
ま
だ
具
体
的
な
事
件

の
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
す
ぐ
に
お
越
し

い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
併
せ
て
調
査
票
を
送
付
し
ま
す
。

本
調
査
票
は
、
候
補
者
の
方
の
事
情
を

早
期
に
把
握
し
、
ご
回
答
の
内
容
に
よ

り
、
１
年
を
通
じ
て
辞
退
が
認
め
ら
れ

る
場
合
等
に
は
裁
判
所
に
お
越
し
い
た

だ
く
こ
と
の
な
い
よ
う
、
ご
負
担
を
軽

減
す
る
も
の
で
す
。

※
詳
細
は
裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
甲
府
地
方
裁
判
所　
総
務
課
庶
務
係

　
☎
０
５
５
‐
２
３
５
‐
１
１
３
３

甲
府
矯
正
展
の
中
止
に
つ
い
て

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
一
環

と
し
て
矯
正
行
政
に
つ
い
て
広
く
ご
理

解
を
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
11
月
23
日

に
開
催
し
て
い
る
甲
府
矯
正
展
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に

伴
い
、中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
甲
府
刑
務
所　
企
画
部
門
（
作
業
）

　
☎
０
５
５
‐
２
４
１
‐
８
３
１
１

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

能
力
開
発
講
座
等
の
ご
案
内

産
業
技
術
短
期
大
学
校
で
は
、
実
践
技

術
者
を
育
成
し
、
山
梨
県
の
産
業
と
経

済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
職
業
に
必
要
な
知
識
や
技
能
の

向
上
、
資
格
取
得
等
を
目
的
と
し
た
能

力
開
発
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

◦
１
月
開
催
予
定
講
座

・
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
Ⓡ
リ
ス
ニ
ン
グ
＆
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
テ
ス
ト
対
策
講
座
（
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
コ
ー
ス
）

※
講
座
内
容
、
日
程
、
定
員
、
受
講
料
、

申
込
方
法
等
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
塩
山
キ
ャ
ン
パ
ス

　
☎
32
‐
５
２
０
２

山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

働
く
皆
さ
ん
の
職
業
能
力
や
人
材
を
育

成
す
る
た
め
、
各
種
講
座
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

◦
認
定
職
業
訓
練

・
生
産
管
理

※
講
座
内
容
、
日
程
、
定
員
、
受
講
料
、

申
込
方
法
等
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
総
務
企
画
課

　
☎
０
５
５
‐
２
４
３
‐
４
９
１
６

求
職
者
支
援
訓
練

知
識
や
技
能
を
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
、

早
期
就
職
を
目
指
し
た
い
求
職
者
の
方

に
国
が
支
援
す
る
訓
練
で
す
。

◦
訓
練
内
容

　
パ
ソ
コ
ン
（
初
級・応
用
）、デ
ザ
イ
ン
、

介
護
、
経
理
事
務
、
不
動
産
分
野
な
ど

雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
方
な
ど

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
、
任
意
検
定
料
等

は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
）

◦
就
職
支
援

　
訓
練
終
了
後
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る

支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
訓
練
期
間
中
の
生
活
に
不
安
が
あ
る
方

に
は
、
一
定
要
件
を
満
た
せ
ば
、
職
業

訓
練
受
講
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
塩
山

　
☎
33
‐
８
６
０
９

55
歳
以
上
シ
ニ
ア

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
交
流
会

企
業
と
就
業
希
望
者
の
交
流
会
を
実
施

し
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
支
援
し
ま
す
。

12
月
１
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府

◦
定
員　
40
名
（
55
歳
以
上
）

◦
申
込
方
法

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
入
場

整
理
券
と
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
送
付
し

ま
す
。

問
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
　
☎
０
５
５
‐
２
２
８
‐
８
３
８
３

甲州市地域応援商品券
取扱店舗 追加のお知らせ

●塩山地域　中華桃光、中華料理菊亭、鳳龍、
魚活、Washoku 大澤、食の房うさぎ、

　コロボックル、ビューティーサロンカスミ、
宏池荘、㈱山田印刷所、ローソン塩山下塩
後店・塩山バイパス店・塩山熊野店・塩山
上塩後店、ファミリーマート甲州塩山店・
塩山小屋敷店

●勝沼地域　勝沼飯店、中央葡萄酒㈱ ( グレ
イスワイン )、㈱シャトー勝沼、つぐら舎、

　皆吉
●大和地域　やまと天目山温泉、日川渓谷緑

の村レジャーセンター
問観光商工課　ワイン・商工担当　☎３２‐５０９１

要
申
込
・
無
料「Go To Eat キャンペーン山梨

食事券販売所
●塩山地域　矢崎住宅設備、丸幸商店、港屋、
　　　　　　塩山酒販
●勝沼地域　新田商店、岩間ベーカリー、
　　　　　　清水屋商店、万年屋
●大和地域　大和栄屋
問観光商工課　ワイン・商工担当　☎３２‐５０９１
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新型コロナウイルス感染拡大防止に伴い、掲載している
イベント等が延期・中止となる場合があります。

多
機
関
協
働
に
よ
る
包
括
的

相
談
支
援
体
制
推
進
事
業

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
令
和

２
年
４
月
か
ら
国
の
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
事
業
の
後
押
し
を
受
け
、
い
く
つ

も
の
困
り
ご
と
を
抱
え
て
い
る
世
帯
や

個
人
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
整

理
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
一
緒
に
考
え
、
寄
り
添
い
、

問
題
の
解
決
に
つ
な
げ
て
い
く
多
機
関

協
働
に
よ
る
包
括
的
相
談
支
援
体
制
推

進
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
生
活
を
し
て
い
く
中
で
、
困
り
ご
と
や

悩
み
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
（
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
、

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

※
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◦
事
業
の
対
象
と
な
る
主
な
例

・
要
介
護
高
齢
者
の
親
と
無
職
で
引
き
こ

も
り
状
態
に
あ
る
子
ど
も
が
同
居
し
て

い
る
世
帯

・
医
療
や
就
労
に
不
安
を
抱
え
た
が
ん
患

者
等
と
障
害
児
が
同
居
し
て
い
る
世
帯

・
精
神
疾
患
の
親
子
で
消
費
者
被
害
、
近

所
と
た
び
た
び
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
世
帯

・
ご
み
屋
敷
で
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
る

認
知
症
・
精
神
疾
患
が
疑
わ
れ
る
世
帯

・
若
年
性
認
知
症
の
親
と
障
害
の
疑
わ
れ

る
子
ど
も
の
い
る
世
帯

※
本
事
業
は
、
市
か
ら
委
託
を
受
け
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

問
多
機
関
協
働
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
☎
44
‐
６
０
０
７

11（
い
い
）月
30（
み
ら
い
）日
は

「
年
金
の
日
」
で
す

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見
込
額

を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用
い
た

だ
く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記

録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金

受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
年

金
記
録
を
基
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー

ン
の
試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
詳
細
は
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
甲
府
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
３
１

『
甲
府
盆
地
７
都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』

説
明
資
料
掲
載・縦
覧・公
聴
会

山
梨
県
で
は
、
甲
州
市
を
含
む
甲
府
盆

地
７
都
市
計
画
区
域
の
今
後
の
都
市
計

画
の
方
針
を
示
し
た
『
都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
原
案
）』
を
取
り

ま
と
め
ま
し
た
。

　
本
計
画
は
、
県
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見

を
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
原
案

の
縦
覧
お
よ
び
公
聴
会
を
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、次
の
と
お
り
説
明
資
料（
音

声
付
き
）
を
山
梨
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
す
。

◎
説
明
資
料
掲
載
等

◦
掲
載
日

　
11
月
12
日
（
木
）
～

◦
公
表
場
所

　
山
梨
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◦
配
布
場
所

　
山
梨
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課
、
峡

東
建
設
事
務
所
、
市
役
所
都
市
整
備
課

◦
意
見
等
提
出
期
間

　
11
月
12
日
（
木
）
～
26
日
（
木
）

問
山
梨
県
県
土
整
備
部　
都
市
計
画
課

　
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
７
１
６

　
ＦＡＸ
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
７
２
４

　
otoshikei@

pref.yam
anashi.lg.jp

◎
原
案
の
縦
覧

◦
縦
覧
期
間

　
11
月
12
日
（
木
）
～
26
日
（
木
）

※
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
、
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

◦
縦
覧
場
所

　
山
梨
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課
、
峡

東
建
設
事
務
所
、市
役
所
都
市
整
備
課
、

山
梨
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◎
公
聴
会

12
月
11
日
（
金
）

午
後
７
時
～

東
山
梨
合
同
庁
舎　
１
０
１
会
議
室

※
意
見
書
の
提
出
が
な
い
場
合
、
公
聴
会

は
開
催
し
ま
せ
ん
。（
山
梨
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

に
伴
い
、
人
数
制
限
を
行
う
場
合
が
あ

り
ま
す
。

◎
公
述
の
申
出

※
公
聴
会
で
当
事
案
に
つ
い
て
意
見
を
述

べ
る
こ
と
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
公

述
の
申
出
が
必
要
で
す
。

峡
東
都
市
計
画
区
域
に
在
住
の
方
お
よ

び
利
害
関
係
者

◦
提
出
方
法

　
意
見
の
要
旨
、
住
所
、
氏
名
を
記
載
し

た
書
面
を
持
参
ま
た
は
郵
送
で
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

◦
提
出
期
間

「県民の日」における施設の無料開放について
　１１月２０日（金）は、郷土について理解と関心を深める「県民の日」です。
　甲州市では、それにあわせて下記の施設を無料開放します。対象は山梨
県民の方に限りますので、ご利用の際は住所の確認ができる証明書（運転
免許証や保険証など）をお持ちください。なお、市外および県の施設につ
いては、山梨県ホームページでご確認ください。

施設名 開館時間 電話番号
甲州市塩山

Ｂ＆Ｇ
海洋センター

午前の部：午前９時３０分～正午
午後の部：午後１時～４時
夜間の部：午後６時～９時３０分

☎３２‐１５９６

問政策秘書課　政策調整担当　☎３２ ‐ ５０６４

　
11
月
12
日
（
木
）
～
26
日
（
木
）

◦
提
出
先

　
〒
４
０
４
‐
８
６
０
１

　
甲
州
市
塩
山
上
塩
後
１
２
３
９
‐
１

　
山
梨
県
峡
東
建
設
事
務
所

問
都
市
計
画
・
建
築
課

　
☎
20
‐
２
７
１
７

問
山
梨
県
県
土
整
備
部　
都
市
計
画
課

　
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
７
１
６

　
ＦＡＸ
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
７
２
４

　
otoshikei@

pref.yam
anashi.lg.jp
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　　イベント　　講座・募集　　介護・福祉　　健康　　保険・税　　お知らせ　　

：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

日
本
遺
産
散
策
会

「
日
本
ワ
イ
ン
１
４
０
年
史
～
国
産
ブ

ド
ウ
で
醸
造
す
る
和
文
化
の
結
晶
～
」

の
日
本
遺
産
認
定
を
受
け
、
日
本
ワ
イ

ン
発
祥
の
地
な
ど
を
巡
り
ま
す
。

◦
定
員　
各
コ
ー
ス
20
名
（
先
着
順
）

無
料
（
別
途
保
険
料
１
０
０
円
程
度
）

◎
ワ
イ
ン
コ
ー
ス
（
７
・
５
㎞
）

11
月
７
日
（
土
）
※
小
雨
決
行

午
前
８
時
30
分
～
正
午

宮
光
園
（
集
合
）

※
駐
車
場
は
宮
光
園
北
側
で
す
。

◦
行
程　
宮
光
園
～
ぶ
ど
う
の
国
文
化
館

～
龍
憲
セ
ラ
ー
～
勝
沼
醸
造
～
是
従
葡

萄
郷
碑
～
丸
藤
葡
萄
酒
工
業
～
く
ら
む

ぼ
ん
ワ
イ
ン
～
祝
橋
～
原
茂
ワ
イ
ン
～

勝
沼
図
書
館

◦
申
込
方
法　

　
11
月
５
日
（
木
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

生
年
月
日
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
ぶ
ど
う
コ
ー
ス
（
６
・
８
㎞
）

11
月
21
日
（
土
）
※
小
雨
決
行

午
前
８
時
30
分
～
正
午

ぶ
ど
う
の
国
文
化
館
（
集
合
）

◦
行
程　
ぶ
ど
う
の
国
文
化
館
～
ト
ロ
ワ

園
・
氷
川
神
社
～
大
一
葡
萄
園
（
鉄
棒

棚
実
験
園
）
～
大
善
寺
～
旧
田
中
銀
行

博
物
館
～
宮
光
園
～
勝
沼
図
書
館

◦
申
込
方
法　

　
11
月
19
日
（
木
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

生
年
月
日
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
文
化
財
課　
歴
史
ま
ち
づ
く
り
担
当

　
☎
32
‐
５
０
７
６　
ＦＡＸ
32
‐
５
１
７
２

甲
州
市
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ク
ラ
ブ
（
12
月
）

◎
甲
州
市
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
と
は

　
冒
険
心
、
開
拓
精
神
、
奉
仕
の
心
を
育

て
な
が
ら
、
協
調
性
の
あ
る
生
き
る
力

の
育
成
を
目
的
と
し
て
活
動
し
ま
す
。

◎「
和
紙
作
り
体
験
」
～
オ
リ
ジ
ナ
ル
年

賀
状
を
作
ろ
う
～

12
月
12
日
（
土
）

午
前
９
時
～
11
時

勝
沼
中
央
公
民
館
（
集
合
）

市
内
在
住
の
小
学
校
１
年
生
～
３
年
生

◦
定
員　
15
名
（
先
着
順
）

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
タ
オ
ル
、
飲
み

物
、
筆
記
用
具

５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

◦
申
込
方
法

　
11
月
26
日
（
木
）
ま
で
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
７

県
民
の
日
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

富
士
山
科
学
研
究
所
と
富
士
山
世
界
遺

産
セ
ン
タ
ー
の
両
館
で
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

に
挑
戦
し
た
方
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ

ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

※
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
両
館
と
も
先
着
25
名
ま

で
と
な
り
ま
す
。

11
月
20
日
（
金
）
～
23
日
（
月
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

中
学
生
以
下
の
方

問
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所　
環
境
教

育
・
交
流
部 

広
報
・
交
流
担
当

　
☎
０
５
５
５
‐
７
２
‐
６
２
０
６

令
和
３
年

甲
州
市
成
人
式
に
つ
い
て

甲
州
市
成
人
式
実
行
委
員
会
で
は
、
令

和
３
年
甲
州
市
成
人
式
開
催
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
新
成
人
者
の
み
の

出
席
と
し
、
保
護
者
等
の
入
場
は
お
控

え
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
細
は
決
ま
り
次
第
、
広
報
、
甲
州
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
７

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
だ
よ
り

◎
令
和
２
年
度
特
別
展
「
森
の
向
こ
う
に

見
え
た
村
」
～
釈
迦
堂
遺
跡
を
と
り
ま

く
笛
吹
市
・
甲
州
市
の
縄
文
遺
跡
～

令
和
３
年
２
月
22
日
（
月
）
ま
で
開
催

釈
迦
堂
遺
跡
の
周
辺
か
ら
は
縄
文
人
の

暮
ら
し
た
痕
跡
が
数
多
く
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。
釈
迦
堂
と
は
少
し
だ
け
違
う

他
の
村
の
様
子
を
、
土
器
や
土
偶
を
通

じ
て
紹
介
す
る
特
別
展
で
す
。

◦
11
月
３
日
（
火
・
祝
）
は
開
館
記
念
日

と
し
て
、
来
館
者
先
着
３
０
０
名
様
に

オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

※
11
月
３
日
（
火
・
祝
）
は
開
館
、
４
日

（
水
）
は
休
館
と
な
り
ま
す
。

■
開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
休
館
日　
毎
週
火
曜
日
・
年
末
年
始

■
入
館
料　
一
般
・
大
学
生　
４
０
０
円

　
　
　
　
　
小
中
高
生　
　
　
２
０
０
円

問
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

　
☎
47
‐
３
３
３
３

甲
州
市
消
防
団
と
の

オ
ン
ラ
イ
ン
婚
活
イ
ベ
ン
ト

11
月
21
日
（
土
）

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
ア
プ
リ
を
使
っ
て
の
オ
ン
ラ

イ
ン
婚
活
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

25
歳
～
45
歳
の
独
身
女
性　
12
名
程
度

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
市
内
在
住
者
ま

た
は
登
録
者
を
優
先
し
ま
す
。

◦
申
込
方
法

　
11
月
13
日
（
金
）
ま
で
に
申
込
用
紙
を

持
参
し
て
い
た
だ
く
か
、
郵
送
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
氏
名
、
住
所
、
性

別
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
入
力
し
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
市
民
生
活
課
窓
口
に
設
置

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
甲
州
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

問
甲
州
市
結
婚
相
談
所
事
務
局

　
（
市
民
生
活
課
内
）

　
☎
32
‐
５
５
８
３　
ＦＡＸ
32
‐
３
０
７
２

　
oshim

in@
city.koshu.lg.jp

峡
東
地
区
婚
活
イ
ベ
ン
ト

「
Ｍ
ａ
ｒ
ｉ
ａ
ｇ
ｅ
峡
東
」

12
月
12
日
（
土
）

午
後
２
時
～
４
時

学
び
の
杜
み
さ
か

※
詳
細
は
甲
州
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
甲
州
市
結
婚
相
談
所
事
務
局

　
（
市
民
生
活
課
内
）

　
☎
32
‐
５
５
８
３

要
申
込

要
申
込
・
参
加
者
募
集

要
申
込



広報こうしゅう21

「家庭の日」「青少年を育む日」
啓発作品の入賞者が決まりました

　青少年育成甲州市民会議では、毎月第１日曜日の「家庭の日」および毎月第３日曜日の「青少年を育む日」の
啓発ポスター・作文・標語を、児童生徒の夏休みの課題として募集しました。
　今年は６０８作品の応募があり、９月１７日、市民会議役員、理事による厳正な審査会を行い、次のとおり入
賞者が決定しました。
　なお、入賞作品は１１月２９日（日）までの期間、甲州市民文化会館１階ロビーで展示しています。また、市
長賞・教育長賞・市民会議会長賞の３賞について、１１月２５日（水）に開催する「青少年健全育成推進甲州市
民集会」で表彰式を行います。

●ポスター入賞者（敬称略）
　【小学校低学年の部】
　★市長賞　　　　　和泉彩希（松里小２年）
　★教育長賞　　　　平井愛結花（勝沼小３年）
　★市民会議会長賞　内田瑛梧（菱山小３年）
　【小学校高学年の部】
　★市長賞　　　　　土屋里桜（井尻小６年）
　★教育長賞　　　　田邉　歩（神金小５年）
　★市民会議会長賞　掛本虎太郎（奥野田小６年）
　【中学校の部】
　★市長賞　　　　　荻原凜花（大和中２年）
　★教育長賞　　　　雨宮真歩（塩山中３年）
　★市民会議会長賞　嶋崎心陽（塩山中２年）

●標語入賞者（敬称略）
　【小学校低学年の部】
　★市長賞　　　　　卯月　辰（大藤小３年）
　★教育長賞　　　　柳場菜那（勝沼小３年）
　★市民会議会長賞　廣瀬こま希（井尻小１年）
　【小学校高学年の部】
　★市長賞　　　　　髙野彩寧（祝小５年）
　★教育長賞　　　　手塚忠臣（井尻小４年）
　★市民会議会長賞　田中早瑛（大藤小６年）
　【中学校の部】
　★市長賞　　　　　雨宮紗良（塩山中１年）
　★教育長賞　　　　廣川清乃（塩山北中１年）
　★市民会議会長賞　廣川光一朗（塩山北中２年）

●作文入賞者（敬称略）
　【小学校低学年の部】
　★市長賞　　　　　上野優弦（塩山南小２年）
　★教育長賞　　　　丸山奈輝（勝沼小３年）
　★市民会議会長賞　阿部優奈（塩山南小２年）
　【小学校高学年の部】
　★市長賞　　　　　佐々木美空（東雲小４年）
　★教育長賞　　　　手塚悠奈（大和小５年）
　★市民会議会長賞　鈴木理子（神金小５年）
　【中学校の部】
　★市長賞　　　　　佐藤弘佳（大和中３年）
　★教育長賞　　　　小澤雄太（勝沼中２年）
　★市民会議会長賞　平山有香（大和中３年）

青少年健全育成推進　甲州市民集会　開催
　甲州市では「親のあり方 十か条」などを通して、若者・子ども育成支援に取り組んでいます。
　市民一人ひとりが青少年育成に対する理解をさらに深め、家庭・学校・地域が連携して青少年育成
の推進を図るため、市内在住の方を対象に市民集会を開催します。ぜひご参加ください。

１１月２５日（水） ／ 午後６時３０分～８時３０分 ／ 甲州市民文化会館 ホール
　①「家庭の日」「青少年を育む日」啓発ポスター・作文・標語　優秀作品の表彰
　②小中学生の優秀作文　代表者による発表
　③講演会　安川雅史 氏「ネットいじめから子どもを守る」～最新事例とその対処法～
■主催：青少年育成甲州市民会議　■共催：甲州市教育委員会　　　　　

問生涯学習課　社会教育担当　☎３２ ‐ ５０９７
定員２００名

／要申込

TOPICS



令和 2 年 11 月 22

犯罪被害者等相談窓口の活用と
各種制度の周知の促進について
◎犯罪被害に遭われた方の各種相談窓口

山梨県警等では、犯罪被害者等のための各種相談窓口を設置し、不幸にして犯罪被害に遭われた方やそのご家
族・ご遺族からの相談に応じています。

山梨県犯罪被害者等総合支援窓口 ☎０５５‐２２３‐４１８０
警察総合相談室 ☎０５５‐２３３‐９１１０または＃９１１０
性暴力１１０番 ☎０５５‐２２４‐５１１０または＃８１０３
ヤングテレフォン ☎０５５‐２３５‐４４４４
日下部警察署　安全相談所 ☎０５５３‐２２‐０１１０

（公社）被害者支援センターやまなし ☎０５５‐２
フジは
２８‐８

ハローニコニコ
６２２

やまなし性暴力被害者サポートセンター「かいさぽ ももこ」 ☎０５５‐２２２‐５
コ コ ロ ニ
５６２

※【窓口の電話等受付】平日８：３０～１７：１５（警察総合相談室、性暴力１１０番、ＦＡＸは２４時間）
　【被害者支援センターやまなし、やまなし性暴力サポートセンターの受付】平日１０：００～１６：００
※【山梨県警ホームページ URL】https://www.pref.yamanashi.jp/police/sodan/shien/index.html
　【被害者支援センターやまなしホームページ URL】http://www.sien-yamanashi.com
◎犯罪被害者等の支援活動等に関する広報月間
　山梨県警では、相談窓口、犯罪被害者等の精神的・経済的負担を軽減する犯罪被害給付制度、被害者支援活動の内容

等について広く知っていただくため、１１月を「犯罪被害者等の支援活動等に関する広報月間」と定め、各種広報啓
発活動に積極的に取り組んでいます。

分別方法
一升ビン、ビールビンなどは生きビン、他は雑ビンと区別されます。
生きビンと雑ビンを分けて出すようにしてください。
雑ビンは透明、茶色、その他の色の三色で分けてください。
ふた、キャップは外して中を空にして、水で洗ってから出してください。

透明　　　　　　　茶色　　　　　　　その他の
ビン→　　　　　　ビン→　　　　　　色のビン→

指定場所（リサイクルステーション等）に出せないもの
飲料用、食品用以外に使われたビン（例：化粧品のビンなど）は
リサイクルステーションに出せません。
不燃ガラスの日に出すようにしてください。

問環境政策課　廃棄物対策担当　☎３３ ‐ ４４０４

ごみの分
ぶ ん

別
べ つ

にご協力を
　一人ひとりのちょっとした心掛けで環境負荷を軽減し、貴重な資源の節約につながります。
　ビンの指定場所（リサイクルステーション等）への正しい出し方を実践しましょう！

ビン編
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　日下部警察署交通課から
　　　「ハンドサイン」のお願い

「ハンドサイン運動」
　信号機のない横断歩道を横断するとき
は、車の運転手に対して手を挙げ、横断
する意思表示をしましょう。
　大きく手を上げることに抵抗がある方
は、少しでも手を挙げて
　手で合図（ハンドサイン）し、
渡る意思表示をしましょう。
大切なのは歩行者と車の
コミュニケーションです！

★お問い合わせ先★
　塩山図書館 ☎３２‐１５０５
　勝沼図書館 ☎４４‐３７４６
　大和図書館 ☎４８‐２９２１
　甘草屋敷子ども図書館 ☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　https://www.l ib -koshu.jp/

としょかん
つうしん

◆開館時間は午前１０時から午後５時までとさせていただきます。
　（休館日は情報カレンダーをご確認ください）
・マスクの着用をお願いします・入退館の際は手指の消毒をお願いします・お互いの距離をとりましょう。
・入館に際し、同意書を提出していただきます。また、検温を実施させていただきます。
・雑誌、新聞の閲覧はできますが、閲覧席、学習席の利用はできません。
・貸出期限の過ぎた資料をお持ちの方は、返却をお願いします。

◆勝沼図書館　ぶどうとワインの資料展2020
「美味しいは　楽しい」

食べてみるじゃん！×飲んでみるじゃん！
地元の料理　　　　　地元のワイン　

■会期　１１月２９日（日）まで
■会場　勝沼図書館　カウンター前

地域の食材を使用し
た地元の料理、合わ
せて飲みたい地元の
ワインなどを紹介し
ています。
食を見直すとさまざ
まな「暮らし」が見
えてきます。食べる
ことは生きること。
ぜひご覧ください。

◆塩山図書館　こどもワークショップ②
　「ゆらゆらサンタ」をつくろう！
■日時　１１月２８日（土）午前１０時３０分～
■会場　甲州市民文化会館　２階　大会議室
※参加申込は塩山図書館まで（定員１５名）
※小学校低学年以下の方は、保護者同伴とします。

◆塩山図書館　ペーパークラフト教室②
　「クリスマスを飾ろう」
■日時　１２月５日（土）午後２時～
■会場　甲州市民文化会館
　　　　２階　第３会議室
※参加申込は
　１１月７日（土）～
　塩山図書館まで
　（定員１０名）

大
き
く
手
を
挙
げ
る
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
少
し
抵
抗
が
あ
り
ま
す
が
・
・
・

こ
の
く
ら
い
で
も
十
分
気
持
ち
が
伝
わ
り
ま
す
！

渡ります！ 
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人口と世帯 （2020.10.1現在）
（　）内は前月比 人口 30,842人（−28）　男 14,920人（−4）　女 15,922人（−24）　世帯数 13,112世帯（−5）

有
料
広
告

選ぶ、楽しさ。
昭和堂

創業 94年 昭和堂
☎32―1325
甲州市塩山下於曽 1541-1（塩山バイパス通り）

定休日　水曜
営業時間　10：00〜19：00

P有

問政策秘書課　秘書・広聴広報担当　☎３２ ‐ ５０６３

子どもから
大人まで
どなたでもＯＫ！
記念に素敵な
スマイルを
掲載して
みませんか？

甲州市にあふれる笑顔（スマイル）大募集 !!
次
は
ど
こ
に
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イ
ブ
行
こ
う
か
な
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鉄道利用者通学支援補助金 申請受付延長
　新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、申請期
日を延長しました。
●対象期間　令和２年４月１日～令和３年３月３１日
●補 助 額　通学定期券購入費の半額（月額上限１万円）
●対　　象　市内に住所を有し、県外の大学等に通学して

いる方（※学校教育法に定める大学院、大学、
高等専門学校、専修学校、各種学校）

※その他要件がありますので、詳細は甲州市ホー
ムページをご覧いただくかお問合せください。

●申請期日　令和３年３月３１日（水）まで
問政策秘書課　地域創生推進担当　☎３２ ‐ ５０３７

ひとり親世帯臨時特別給付金 申請はお早めに
　ひとり親世帯を対象にした特別臨時給付金については、８月１日から受付を開始しています。支給要
件や申請方法など、詳細は甲州市ホームページをご覧ください。

●給付額　基本給付：１世帯５万円、第２子以降１人につき３万円
　　　　　追加給付：１世帯５万円
●申請受付期間　令和３年２月２６日 ( 金 ) まで

問子育て支援課　児童福祉担当　☎３２ ‐ ２１１１（内１１６１～１１６４）
　　　　　　　　　　　　　　　☎３２ ‐ ５０８１（直通）
問厚生労働省　コールセンター　☎０１２０ ‐ ４００ ‐ ９０３（平日：９時～１８時）

生まれてきてくれてありがとう！これからも
楽しい思い出をたくさん作っていこうね3
（左から中村碧詞くん、奏太くん、

美詞ちゃん・上井尻）


